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【表紙画像説明】
「すばる望遠鏡学生 PI現地観測プログラム」は，学生主導の観測提案が採択された際，すばる望遠鏡のあ
るハワイ現地への渡航を支援する制度である．データ生成の現場を肌で学ぶ経験は，将来の研究者育成にお
いて極めて重要である．本特集で紹介する参加学生たちの手記からも，現場での感動が研究の理解を深める
一助となっていることが見て取れると思う．運用予算が厳しい中，学生を迎え入れる努力を惜しまない現場
職員の尽力に深く感謝したい．なお，観測チームの背後にそびえたつのがすばる望遠鏡本体である．
【今月の表紙デザイン】
今月は「細い月とプレアデス星団（すばる）の接近」をモチーフにしました．細い月は適度に暗いた

め，すばるの光がかき消えることなく双方を観察することができます．条件が良ければ，肉眼でも見える
とのこと．見えたらラッキー！　乾杯です．
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